
　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
、
主
要
国
で
相
次
ぐ
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
政
策
の
発
表
、
米
国
に
お
け
る
バ
イ

デ
ン
政
権
の
発
足
な
ど
、
重
要
な
新
情
勢
の
展
開
で
、

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
お
け
る
需
要
・
供
給
の
先

行
き
に
は
様
々
な
観
点
で
の
不
確
実
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。
将
来
展
望
に
不
確
実
性
・
不
透
明
感
が
高
ま

る
中
、弊
所
は
２
０
２
０
年
10
月
に「IEEJ O

utlook 
2021

」
を
発
表
し
、
２
０
５
０
年
に
至
る
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
に
つ
い
て
、
基
準
と
な
る

「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ナ
リ
オ
」
の
ほ
か
に
も
複
数
の

将
来
シ
ナ
リ
オ
を
用
意
し
て
、
長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
展
望
を
世
に
問
う
た
。
以
下
で
は
、「IEEJ 

O
utlook 2021

」
に
基
づ
き
、
主
要
な
シ
ナ
リ
オ
４

つ
を
取
り
上
げ
、
世
界
の
需
給
見
通
し
と
そ
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ナ
リ
オ

「IEEJ O
utlook 2021

」
の
基
準
シ
ナ
リ
オ
で
あ

る
本
シ
ナ
リ
オ
は
、
い
わ
ば
、「
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア

ズ
・
ユ
ー
ジ
ョ
ア
ル
」
の
世
界
を
描
く
。
現
在
見
ら

れ
て
い
る
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
変
化
の

趨
勢
が
そ
の
ま
ま
続
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策

に
劇
的
な
変
化
は
な
く
、
現
状
の
趨
勢
が
将
来
に
投

影
さ
れ
て
い
く
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

　
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は

経
済
成
長
と
人
口
増
加
で
着
実
に
増
加
す
る
。
世
界

の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
、
２
０
１
８
年
の
１
４
３

億
石
油
換
算
ｔ（
ｔ
ｏ
ｅ
）か
ら
、
２
０
５
０
年
の
１
８

６
億
ｔ
ｏ
ｅ
ま
で
43
億
ｔ
ｏ
ｅ（
30
％
）増
加
す
る（
図
表

１
）。
増
加
の
中
心
は
、
中
国
・
イ
ン
ド
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
な
ど
ア
ジ
ア
新
興
国
・
途
上
国
で
あ
り
、
需
要
増
分

の
約
６
割
を
占
め
る
。
中
で
も
イ
ン
ド
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
需
要
増
加
が
今
後
の
世
界
の
需
要
増
を
牽
引
す
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
に
は
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
石

油
は
緩
や
か
な
需
要
増
加
が
継
続
す
る
。
天
然
ガ
ス

需
要
は
堅
調
に
増
加
す
る
が
、
石
炭
需
要
は
ピ
ー
ク
を

打
っ
て
減
少
に
向
か
う
。
全
体
と
し
て
化
石
燃
料
需
要

は
増
加
を
保
ち
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
に
占
め
る
そ

の
シ
ェ
ア
は
、
２
０
１
８
年
の
81
％
か
ら
２
０
５
０
年

に
79
％
へ
微
減
す
る
も
の
の
、
圧
倒
的
に
重
要
な
位
置

を
占
め
続
け
る
。
太
陽
光
・
風
力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
中
心
に
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
幅
に
増

大
す
る
が
２
０
５
０
年
の
シ
ェ
ア
は
21
％
に
と
ど
ま
る
。

　

旺
盛
な
化
石
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
継
続
で
、

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、
２
０

１
８
年
の
３
３
３
億
ｔ
か
ら
２
０
５
０
年
に
は
４
０

０
億
ｔ
へ
と
大
き
く
増
大
す
る
。
化
石
燃
料
需
要
を

中
心
と
し
た
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
拡
大
は
、
ア

ジ
ア
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
依
存
度
の
増
大
と

い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
の
課
題
や
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
大
幅
増
大
と
い
う
重
大
な
課
題
を
有
し
て
お

り
、
そ
の
克
服
が
求
め
ら
れ
る
将
来
像
と
な
る
。

技
術
進
展
シ
ナ
リ
オ

「IEEJ O
utlook 2021

」で
の
技
術
進
展
シ
ナ
リ
オ

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
お
よ
び
環
境
対
策
強
化

の
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
し
た
現
在
利
用
可
能

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
専
務
理
事
・
首
席
研
究
員

小こやま
山 

堅けん

２
０
５
０
年
に
至
る
世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を
展
望
す
る

─IEEJ O
utlook 2021

に
見
る
様
々
な
将
来
シ
ナ
リ
オ
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特集 ２０５０年カーボンニュートラルに向けたエネルギー・気候変動政策

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ェ
ア
は
、
２
０
１
８
年
の
19

％
か
ら
２
０
５
０
年
に
は
33
％
へ
大
幅
上
昇
、
重
要

性
を
飛
躍
的
に
高
め
る
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
れ
で

も
化
石
燃
料
は
全
体
の
67
％
を
占
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
本
の
地
位
を
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
も
維
持
す
る
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
強
化
と
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

幅
伸
張
で
、
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
２
０
３
０
年

前
後
に
は
ピ
ー
ク
を
打
ち
、
２
０
５
０
年
に
は
２
５

２
億
ｔ
ま
で
減
少
す
る
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ナ
リ
オ

で
の
排
出
量
４
０
０
億
ｔ
と
の
比
較
で
37
％
も
の
低

下
と
な
る
。
た
だ
、
こ
の
排
出
で
は
、
２
０
５
０
年

に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
世
界
で
半
減
、
と
い
っ
た
よ
り
野

心
的
な
目
標
に
は
届
か
な
い
。
よ
り
野
心
的
な
排
出

削
減
を
行
う
と
す
る
な
ら
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

革
新
的
な
技
術
・
取
り
組
み
の
貢
献
が
必
要
と
な
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
世
界
変
容
シ
ナ
リ
オ

　

第
３
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
市
場
へ
の
長
期
的
・
構
造
的
影
響
を
、「
安
全

保
障
の
重
視
」
と
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
」
を
軸
に

シ
ナ
リ
オ
化
し
、
世
界
が
変
容
し
て
い
く
内
容
を
定

量
化
し
た
。
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
影
響
下
で
の
世
界
変
容
の
み
の
影
響
に
分
析
を
限

定
し
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ナ
リ
オ
対
比
で
将
来
を
描

い
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
技
術
進
展
シ
ナ
リ
オ
の

よ
う
に
、
環
境
対
策
の
強
化
な
ど
の
影
響
は
そ
こ
で

は
織
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
下
、
世

界
の
地
政
学
的
緊
張
が
高
ま
り
、
自
国
第
一
主
義
や

同
盟
関
係
重
視
が
前
面
に
出
て
く
る
中
で
、
世
界
経

済
は
効
率
最
大
化
・
コ
ス
ト
最
小
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
乖
離
し
、
経
済
成
長
率
が

低
下
す
る
。
そ
の
結
果
、
世
界
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
最
大
限
の
導
入
で
、
２
０
５
０

年
の
世
界
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
１
５
７
億 

ｔ
ｏ
ｅ
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ナ
リ
オ
対
比
で
16
％
減

少
す
る
。
特
に
途
上
国
で
の
省
エ
ネ
効
果
が
大
き
い
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
に
は
、
石
炭
需
要
は
急
速
に
低

下
し
、
石
油
需
要
も
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
需
要
ピ
ー

ク
を
打
つ
。
天
然
ガ
ス
需
要
は
増
加
傾
向
を
保
つ
が
、

そ
の
拡
大
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ナ
リ
オ
と
比
較
し
て

鈍
化
す
る（
図
表
２
）。

　

他
方
、
太
陽
光
・
風
力
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
７

倍
増
、
地
熱
も
４
倍
増
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
大
幅
に
増
大
し
、
原
子
力
も
大
き
く
伸
び
る
。
非

な
先
進
技
術
が
最
大
限
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し

た
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
導
入

を
積
み
上
げ
的
に
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
想
定
し
た
将

来
シ
ナ
リ
オ
で
あ
り
、Ｉ
Ｅ
Ａ
の「W

orld Energy 
O

utlook
」
の
持
続
可
能
シ
ナ
リ
オ
の
よ
う
に
、
国

連
の
持
続
可
能
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）が
達
成
さ
れ

る
世
界
を
先
に
想
定
し
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
世
界

は
ど
う
変
わ
る
か
、
と
い
う「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方

式
」、
あ
る
い
は
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
方
式
」
と
は

対
照
的
な
将
来
像
の
描
き
方
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
第
２
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
経
済
成
長
率
や
人

口
等
の
前
提
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ナ
リ
オ
と
同
一
だ
が
、

1990-2018
2018-2050

-1 0 1 2 3
Gtoe

国際運輸

他新興国

先進国

中南米
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図表１　�レファレンスシナリオにおける�
世界のエネルギー需要見通し

出所：IEEJ Outlook 2021（日本エネルギー経済研究所、2020年10月）

＜シナリオ間でのエネルギー需要の差異＞ 　＜エネルギー源別見通しの差異＞
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世界のエネルギー需要見通し

出所：IEEJ Outlook 2021（日本エネルギー経済研究所、2020年10月）
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炭
素
循
環
経
済（
Ｃ
Ｃ
Ｅ
）シ
ナ
リ
オ

　

脱
炭
素
化
の
潮
流
が
加
速
化
す
る
中
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
な
ど
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
本
で
あ
る
化
石
燃
料
の
脱
炭
素
化
も
重
要
な
オ
プ

シ
ョ
ン
と
な
り
得
る
。そ
の
状
況
下
、化
石
燃
料
消
費

か
ら
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
、
削
減（Reduce

）、
再
利

用（Reuse

）、再
循
環（Recycle

）、除
去（Rem

ove

）

す
る
４
つ
の
「
Ｒ
」
技
術
で
対
処
す
る
「
炭
素
循
環

経
済
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
世
界
で
注
目
を
集
め

て
い
る
。

　

第
４
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
個
別
の
４
Ｒ
技
術
の
最

大
限
の
導
入
に
関
す
る
前
提
を
置
き
、
そ
の
影
響
試

算
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
５
０
年
に
お
け
る

本
シ
ナ
リ
オ
の
化
石
燃
料
消
費
は
技
術
進
展
シ
ナ
リ

オ
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
あ
る
も
の
の
、
化
石

燃
料
を
利
用
し
た
「
ブ
ル
ー
水
素
」（
水
素
製
造
等

に
関
し
て
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
炭
素
回
収
貯
蔵
技
術

で
回
収
す
る
ク
リ
ー
ン
水
素
）の
利
活
用
の
拡
大
等

に
よ
る
貢
献
を
中
心
に
、
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、

技
術
進
展
シ
ナ
リ
オ
よ
り
52
億
ｔ（
21
％
）の
大
幅
低

下
と
な
る（
図
表
４
）。
４
Ｒ
技
術
に
関
し
て
は
、
ブ

ル
ー
水
素
の
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
確
立

に
関
す
る
経
済
性
の
抜
本
的
向
上
や
社
会
受
容
性
の

確
保
な
ど
課
題
も
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ

は
、
化
石
燃
料
を
脱
炭
素
化
し
な
が
ら
有
効
に
活
用

す
れ
ば
、
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
大
幅
削
減
が
可
能

と
な
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

世
界
の
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
望
に
は
大
き
な
不
確

実
性
が
存
在
し
て
い
る
。
様
々
な
可
能
性
を
踏
ま
え
、

シ
ナ
リ
オ
分
析
を
実
施
し
て
将
来
に
備
え
、
戦
略
的

な
対
応
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

需
要
は
２
０
５
０
年
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ナ
リ
オ
対

比
で
４
％
減
少
す
る（
図
表
３
）。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
変
化
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
が
流
出
す
る
中
国
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
低

下
、
反
対
に
流
入
す
る
イ
ン
ド
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は

需
要
増
に
働
く
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
特
に
石
油
需
要
が
影
響
を
受
け
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
や
ウ
ェ
ブ
会
議
の
多
用
な
ど
情
報
通
信

技
術
や
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
を
通
し
た
社
会
変
容
に
よ

っ
て
石
油
需
要
ピ
ー
ク
が
生
じ
る
。
２
０
５
０
年
の

世
界
の
石
油
需
要
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ナ
リ
オ
対
比

で
約
１
４
０
０
万
b/d
低
下
す
る
。
石
油
需
要
が
低
下

す
る
一
方
、
社
会
変
容
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
電
力
が
重
要
性
を
増
す
。
世
界
の
電
力
化
率

（
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
占
め
る
電
力
消
費
の
割

合
）は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ナ
リ
オ
対
比
で
２
０
５
０
年

に
２
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
。
重
要
性
を
増
す
電
力

の
安
定
供
給
、
価
格
の
手
頃
さ
、
環
境
適
合
性
が
一

層
重
要
に
な
る
。
世
界
の
地
政
学
的
緊
張
が
高
ま
る

中
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
強
化
が
重
視
さ
れ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
多
様
化
が

促
進
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

原
子
力
・
水
素
等
の
導
入
が
加
速
さ
れ
、
革
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
を
巡
る
技
術
覇
権
競
争
も
激
化
す
る
。

＜GDP＞ ＜一次エネルギー需要＞
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図表３　�ポストコロナ・世界変容シナリオにおける�
世界のエネルギー需要見通し

出所：IEEJ Outlook 2021（日本エネルギー経済研究所、2020年10月）

＜世界のCO2排出量＞ ＜世界の一次エネルギー需要＞
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※１：「IEEJ Outlook 2021」気候変動シナリオ分析を参照
※２：気候変動に関する政府間パネル（IPCC）５次評価報告書

（ARS）で整理されている「RCP2.6」における排出パスを設定
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図表４　�炭素循環経済（CCE）シナリオにおける�
世界のエネルギー需要見通し

出所：IEEJ Outlook 2021（日本エネルギー経済研究所、2020年10月）
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